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　開会日には、新型コロナウイルス感染拡大第７波や原油価格・物価高騰をはじめ、喫緊の課題に切れ目なく対応するための９月補正予算
などが提案されるとともに、その概要や新次元の消費者政策の展開、鉄道の維持・存続、東部防災館の設置、デジタル社会の実現、県青少
年センターのグランドオープン、徳島版SDGsの実装などの重要施策について、知事から所信が述べられました。
　代表・一般質問では、2025大阪・関西万博に向けた本県の魅力や未来技術の発信、子どもたちの機運醸成、新型コロナウイルス感染症
における全数調査見直しへの対応や高齢者通所施設での感染防止対策、アフターコロナを見据えたインバウンド誘客の推進や県内企業の海
外展開への支援、環境問題への取り組みとして、水素社会の実現に向けた機運醸成やカーボンニュートラルに向けたJ

※1

-クレジット制度の活
用、交通政策として、本州四国連絡高速道路を含む高速道路の全国共通料金制度の継続や鉄道の維持・存続、さらには、大規模災害時の被
災者支援体制の強化、道徳教育の充実、豚熱対策、市町村が取り組む過疎対策への支援、特別交付税などについて論議しました。
　今定例会では、「北朝鮮によるミサイル発射に抗議する決議」を議員提出し、可決するとともに、知事提出議案22件を原案どおり可決し
ました。

９月定例会の主な審議の結果

■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

　令和４年８月５日、議事堂において、夏休み中学生県議会体験会を実施し、瀬戸中学校、松茂中学校、あわっ子文化大使の16名の中学
生と議長、副議長、４名の議員が参加しました。
　正副議長室を訪問した後、議場にて副議長から議会の活動について説明を受け、その後２つのグループに別れ、委員会室にて議員と意見
交換を行いました。このうち、第１委員会室では、「自立した消費者になろう」をテーマに、エシカル消費や消費者トラブルなどについて
意見発表を行い、議員と意見を交わしました。また、第２委員会室では、「徳島の魅力を発信しよう」をテーマに、徳島の良いところやそ
の発信方法などについて意見発表を行い、議員と意見を
交わしました。
　参加した中学生からは、「みんなの意見を聞いて、知識
の幅が広がった」などの感想がありました。

夏休み中学生県議会体験会を実施しました

アフターコロナを見据えた
県版・総合緊急対策第 3 弾としての補正予算などを可決
９月定例会の概要 令和４年９月14日～10月７日会 期

●可決された議案
○令和４年度補正予算
　・一般会計（２件）／補正予算額は
　168億6,223万５千円の増額で、
　補正後の予算は、5,523億2,891万４千円
　・特別会計（１件）

提出議案や各議員の表決態度については県議
会ホームページに掲載しています。

徳島県議会　定例会の概要 検 索

○条例の制定（１件）
　・徳島県立東部防災館の設置及び管理に関す

る条例
○条例の改正（８件）
　・徳島県立自然公園条例の一部改正　など
○負担金案件（８件）　　○契約案件（１件）
○その他（１件）
　・不動産の処分について

※手指消毒、換気、マスク着用等、新型コロナウイ
ルス感染症防止対策を行い、実施しました。

あわっ子文化大使の皆さん

議　場

瀬戸中学校、松茂中学校の皆さん

第1委員会室

●可決された決議（１件）
　・北朝鮮によるミサイル発射に抗議する決議

第2委員会室
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特
別
交
付
税
の
算
定
は
、
省

令
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
裁
量
に
基

づ
き
、
適
切
に
算
定
し
て
い
る
と

理
解
す
る
が
、
和
解
も
含
め
た
あ

ら
ゆ
る
手
段
で
、
争
い
を
収
め
る

努
力
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

	

報
道
に
よ
る
と
３
町
か
ら
裁

判
が
提
起
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
現
時
点
で
は
、
裁
判
所
か
ら
訴

状
が
送
達
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、

訴
状
を
よ
く
確
認
し
、
適
切
に
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

	

三
谷
川
は
川
幅
が
狭
く
、
平

成
26
年
８
月
豪
雨
で
は
、
住
宅
の
浸

水
被
害
が
多
数
発
生
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
踏

ま
え
、
今
後
、
三
谷
川
の
河
川
改
修

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	
過
去
の
経
緯
の
再
調
査
等
問

題
解
決
を
図
る
べ
き
と
の
提
案
を

受
け
、
事
業
再
開
の
検
討
に
は
用

地
問
題
の
解
決
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
た
め
、
市
や
地
元
の
協
力
の

下
、
引
き
続
き
調
整
を
進
め
る
。

	

八
桙
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
古
文
書
等
の
重
要
文
化
財
を
は

じ
め
と
し
た
県
内
の
重
要
文
化
財

を
、
特
に
価
値
が
高
い
と
さ
れ
る

国
宝
へ
格
上
げ
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

県
内
全
域
を
対
象
に
文
化
財

の
詳
細
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
魅
力

を
全
国
に
広
く
発
信
。
国
宝
指
定
を

目
指
し
、
新
た
な
価
値
の
発
見
に
努

め
、
文
化
財
を
保
存
・
継
承
し
、
積

極
的
活
用
を
図
る
。

	

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
受
け
た
県
内
中
小
・
小
規

模
事
業
者
の
業
績
回
復
と
収
益

力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
県
内

企
業
の
海
外
展
開
を
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

	

コ
ロ
ナ
禍
で
成
長
す
る
越※

６

境

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
積
極
活
用
を
は
じ

め
、
県
内
企
業
の
関
心
が
高
い
台

湾
と
産
業
連
携
に
関
す
る
覚
書
を

締
結
す
る
こ
と
で
競
争
力
を
有
す

る
県
内
企
業
の
海
外
展
開
を
推
進
。

	

本
県
農
林
水
産
物
の
輸
出
額

が
過
去
最
高
額
と
な
っ
た
今
、
さ

ら
な
る
飛
躍
に
向
け
世
界
の
食
市

場
の
拡
大
や
国
を
挙
げ
て
の
輸
出

の
強
化
を
捉
え
、
本
県
農
林
水
産

物
の
輸
出
を
加
速
さ
せ
る
べ
き
。

	

関
係
者
が
一
丸
と
な
り
、
海

外
の
市
場
情
報
や
多
様
な
ニ
ー
ズ

を
共
有
し
、
輸
出
産
地
の
育
成
や
新

市
場
で
の
商
流
構
築
、
海
外
大
規

模
食
品
見
本
市
へ
の
出
展
に
よ
り
、

販
路
拡
大
を
加
速
す
る
。

	

子
ど
も
た
ち
に
は
基
礎
学
力

は
も
と
よ
り
課
題
解
決
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
力
を
育
て
る
こ
と
が

重
要
。
今
後
、
本
県
の
子
ど
も
た

ち
の
学
力
向
上
に
向
け
、
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
べ
き
。

	

鳴
門
教
育
大
学
と
連
携
し
、

主
体
的
に
課
題
解
決
を
進
め
る
授

業
の
展
開
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

環
境
の
活
用
な
ど
、
徳
島
型
の
新

た
な
学
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
県

下
全
て
の
学
校
で
の
活
用
を
図
る
。

	

徳
島
東
工
業
高
校
跡
地
を
候

補
地
と
し
た
、
新
た
な
武
道
館
を

核
と
す
る
未
来
型
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
創
造
に
向
け
、
徳
島
市
と
の
連

携
の
下
、
一
歩
踏
み
出
し
た
検
討

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

新
た
な
武
道
館
の
整
備
に
向

け
、
徳
島
市
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
三※

３

道
会
や
Ｂ※

４

リ
ー
グ
関

係
者
か
ら
意
見
を
伺
い
、
検
討
を

一
層
深
化
さ
せ
る
。

	

エ
シ
カ
ル
消
費
先
進
県
徳
島

の
魅
力
を
高
め
て
い
く
に
は
、
大

阪
・
関
西
万
博
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
を
見
据
え
、
若
い
世
代
と
と
も

に
エ
シ
カ
ル
消
費
を
積
極
的
に
推

進
・
発
信
す
る
べ
き
。

	

若
い
世
代
と
の
連
携
に
よ
る
サ※

５

ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
推
進

等
に
よ
り
、
徳
島
発
未
来
型
エ
シ
カ

ル
消
費
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
若

者
の
し
な
や
か
な
発
想
を
新
た
な
挑

戦
へ
と
つ
な
げ
る
。

	

気
候
変
動
な
ど
に
対
応
し

た
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の
推

進
に
は
、
国
が
進
め
る
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
実
践
が
重

要
。
同
戦
略
の
実
現
に
向
け
、
今

後
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

	

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
徳
島
県
基
本
計
画
を
策
定
し
、

エ
シ
カ
ル
農
業
へ
の
消
費
者
の
理

解
促
進
や
、
環
境
負
荷
低
減
型
農

業
の
新
た
な
技
術
開
発
と
面
的
な

導
入
支
援
に
取
り
組
む
。

	

３
年
後
の
万
博
を
最
大
限
に

生
か
し
、
徳
島
の
豊
か
な
自
然
や

伝
統
文
化
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ

人
々
な
ど
、
多
様
な
魅
力
を
世
界

に
向
け
て
発
信
す
る
た
め
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

挙
県
一
致
協
議
会
の
検
討
部

会
で
議
論
を
重
ね
、
コ
ン
テ
ン
ツ

を
磨
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
メ※

２

タ

バ
ー
ス
上
で
の
イ
ベ
ン
ト
展
開
な

ど
、
伝
統
と
最
新
技
術
が
織
り
な

す
新
た
な
モ
デ
ル
に
取
り
組
む
。

	

流
域
に
天
下
の
豪
雨
地
帯
を

抱
え
、
近
年
も
大
規
模
な
洪
水
が

発
生
し
て
い
る
那
賀
川
に
お
い
て
、

小
見
野
々
ダ
ム
再
生
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
治
水
対
策
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

	

小
見
野
々
ダ
ム
の
再
生
計
画

を
早
期
に
示
せ
る
よ
う
取
り
組
む
。

阿
井
地
区
で
は
、
来
年
度
か
ら
の

工
事
着
手
を
目
指
す
。
今
後
も
国
、

町
、
住
民
と
一
体
と
な
り
、
安
全

安
心
な
那
賀
川
の
礎
を
築
く
。

	

本
県
林
業
の
持
続
的
発
展

を
支
え
る
高
度
な
知
識
と
技
術
を

持
っ
た
人
材
の
育
成
に
向
け
て
、

県
、
市
町
村
が
さ
ら
に
連
携
し
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
積
極
的
に
有
効
活
用
す
べ
き
。

	

市
町
村
と
の
連
携
強
化
に
よ

り
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
活

用
し
、
新
た
に
林
業
人
材
Ｄ
Ｘ
セ

ン
タ
ー（
仮
称
）に
お
い
て
、ス
マ
ー

ト
林
業
技
術
な
ど
を
学
び
、
体
感

で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

	

全
数
把
握
の
全
国
一
律
見
直

し
に
対
し
、
発
生
届
の
対
象
外
と

な
っ
て
も
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
何

ら
か
の
形
で
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

	

と
く
し
ま
健
康
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
緊
急

時
の
専
用
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
登
録
さ
れ
た
自
宅
療

養
者
に
対
す
る
生
活
支
援
物
資
の

送
付
、
健
康
観
察
の
支
援
を
行
う
。

	

真
に
救
命
救
急
医
療
が
必
要

な
患
者
を
助
け
る
た
め
に
は
、
医

療
機
関
と
消
防
機
関
の
正
確
な
情

報
連
携
が
必
要
。
今
年
度
整
備
す

る
救
急
搬
送
支
援
シ
ス
テ
ム
の
機

能
や
効
果
、
今
後
の
見
通
し
は
。

	

消
防･

医
療
機
関
が
患
者
や
受

入
れ
先
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
共
有
し
、
搬
送
先
選
定
の
迅
速･

適
正
化
、
搬
送
後
の
早
期
治
療
開

始
に
つ
な
げ
る
も
の
で
、
11
月
本

格
運
用
を
目
指
す
。

	

少
子
化
問
題
は
、
ま
さ
に
国

難
、
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
り
、

全
国
ト
ッ
プ
の
合
計
特
殊
出
生
率

を
目
指
す
べ
き
。
本
県
に
お
け
る

少
子
化
対
策
を
ど
の
よ
う
に
充
実
・

強
化
し
て
い
く
の
か
。

	

安
心
こ
ど
も
基
金
を
活
用

し
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置

や
訪
問
家
事･

育
児
支
援
を
推
進

す
る
。
ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
庁
設

置
を
見
据
え
た
検
討
や
国
へ
の
政

策
提
言
を
行
う
。

	

町
村
分
の
特
別
交
付
税
の

算
定
に
お
い
て
、
各
町
村
の
特
別

の
財
政
需
要
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、
算
定
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
算
定
の
手
続
き
は
適
切
に

行
わ
れ
た
の
か
。

	

各
町
村
が
提
出
す
る
各
種
資

料
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
て
、

当
該
年
度
の
災
害
を
は
じ
め
特
別

の
財
政
需
要
を
把
握
し
、
そ
れ
ら

の
性
質
等
に
基
づ
き
適
切
に
算
定

を
行
っ
て
い
る
。

	

飯
尾
川
を
は
じ
め
、
渡
内
川
、

神
宮
入
江
川
な
ど
の
氾
濫
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
被
害
を
受
け
て
き
た
石

井
町
内
の
浸
水
被
害
の
軽
減
に
向

け
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
に
取

り
組
む
の
か
。

	

流
域
治
水
を
進
め
る
た
め
、

樹
木
伐
採
や
河
道
掘
削
の
実
施
に

加
え
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
防

災
情
報
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
関
係

者
と
連
携
し
な
が
ら
事
前
防
災
・
減

災
対
策
を
加
速
し
て
い
く
。

	

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て
、
実
態
把
握
や
認
知
度
の
向
上

な
ど
が
進
む
中
、
今
後
取
り
ま
と

め
ら
れ
る
実
態
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
県
と
し
て
、
さ
ら
な
る
支
援

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

	

今
後
明
ら
か
に
な
る
ニ
ー
ズ

や
課
題
等
を
踏
ま
え
、
訪
問
支

援
員
の
派
遣
や
拠
点
整
備
な
ど
、

体
制
強
化
に
取
り
組
む
市
町
村

を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
支
援

環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

代表質問から 主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。

主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。

答	知事の答弁　答	関係部局の答弁

答	知事の答弁　答	関係部局の答弁

大
阪
・
関
西
万
博
を
舞
台
に

世
界
へ
徳
島
の
魅
力
発
信
を

杉
すぎ

本
もと

直
なお

樹
き

（徳島県議会自由民主党）

岩
いわ

丸
まる

正
まさ

史
ふみ

（徳島県議会自由民主党）

仁
に

木
き

啓
よし

人
ひと

（新しい県政を創る会）

大
おお

塚
つか

明
あき

廣
ひろ

（徳島県議会自由民主党）

山
やま

西
にし

国
くに

朗
お

（徳島県議会自由民主党）

北
きた

島
じま

一
かず

人
と

（徳島県議会自由民主党）

新
型
コ
ロ
ナ
全
数
把
握
見
直
し
で

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
体
制
を

町
村
分
の
特
別
交
付
税
の
算
定
に

つ
い
て
県
の
説
明
責
任
を
果
た
せ

県
内
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

海
外
展
開
へ
の
支
援
を

未
来
型
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
創
造

に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
べ
き

特
別
交
付
税
に
係
る
争
い
に

つ
い
て
、
対
決
よ
り
解
決
を

一般質問から

とくしま県議会だより（2）



答答 答

答答 答

９月定例会委員会の概要

	

特
殊
財
政
需
要
分
の
配
分
に

つ
い
て
県
に
裁
量
の
余
地
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
特
別
交
付
税
に
係
る

資
料
を
公
開
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う

に
中
立
性
が
損
な
わ
れ
、
事
業
の
遂

行
に
支
障
を
及
ぼ
す
の
か
。

	

算
定
方
法
が
示
さ
れ
て
い
な

い
項
目
も
各
団
体
の
特
別
の
財
政

需
要
の
性
質
等
に
基
づ
き
、
適
切

に
算
定
し
た
。
資
料
の
部
分
公
開

は
条
例
に
基
づ
き
、
各
資
料
の
内

容
に
鑑
み
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

	

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
、
高

齢
者
施
設
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の

状
況
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
総

合
的
視
野
に
立
っ
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
耐
え
ら
れ
る
体
制
整
備
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

高
齢
者
施
設
等
と
し
っ
か
り

情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
コ

ロ
ナ
対
応
で
得
ら
れ
た
知
見
を
踏

ま
え
た
対
策
を
新
た
な
医
療
計
画

に
位
置
づ
け
、
戦
略
的
な
医
療
提

供
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

	

時
事
問
題
を
真
正
面
か
ら
捉

え
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
主

権
者
教
育
の
取
り
組
み
が
県
内
の

公
立
高
校
で
ど
の
く
ら
い
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。
進
ん
で
い
な
け
れ

ば
是
非
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

多
様
な
分
野
の
時
事
問
題
を

テ
ー
マ
に
、
社
会
参
画
に
向
け
た
主

権
者
教
育
を
全
公
立
高
校
で
実
施
。

高
校
生
が
物
事
を
主
体
的
に
判
断

し
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ

う
教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
。

	

徳
島
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
（
仮

称
）
に
つ
い
て
、
県
民
の
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
コ
ン
セ

プ
ト
に
取
り
入
れ
、
県
民
の
誰

も
が
親
し
み
を
感
じ
、
誇
り
と
な

る
ホ
ー
ル
を
創
り
上
げ
る
べ
き
。

	

県
民
の
声
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
文
化
団
体
の

ほ
か
、
県
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

お
い
て
若
者
の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア

や
地
域
の
生
の
声
を
頂
き
、
具
体
策

を
管
理
運
営
計
画
に
反
映
す
る
。

	

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

は
余
暇
を
う
ま
く
使
っ
て
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
方
も
い
る

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
ど

の
よ
う
に
連
携
し
、
海
岸
漂
着
物

対
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

	

流
木
で
ペ
ン
を
製
作
す
る

ビ
ー
チ
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室
な
ど
、

海
岸
清
掃
の
楽
し
み
が
実
感
で
き

る
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
輪
を
広
げ
る
。

	

家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
脱

炭
素
の
促
進
に
向
け
、
行
政
と
県

民
双
方
向
の
や
り
と
り
に
よ
る
効

果
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
エ
コ

み
ら
い
と
く
し
ま
の
活
動
を
今
後

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

	

家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
効
果

の
見
え
る
化
が
テ
ー
マ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
す
る
ほ
か
、
省
エ
ネ

に
取
り
組
む
モ
ニ
タ
ー
家
庭
を
募

集
し
、
う※

７

ち
エ
コ
診
断
士
に
よ
る

分
析
・
提
案
・
効
果
検
証
を
行
う
。

黒
くろ

﨑
さき

　章
あきら

（若者のみらい）

扶
ふ

川
かわ

　敦
あつし

（護民官）

県
民
の
誰
も
が
親
し
み
を
感
じ

誇
り
と
な
る
新
ホ
ー
ル
創
設
を

特
別
交
付
税
に
係
る
資
料
を

市
町
村
や
県
民
に
公
開
す
べ
き

※１【Ｊ-クレジット制度】
　省エネルギー設備の導入や森林管理等による温室効果ガスの排出削
減・吸収量をクレジットとして認証する国の制度。クレジットの活用
で国内の資金循環を促し、環境と経済の両立を目指す。

※２【メタバース】
　インターネット上の３次元の仮想交流空間のこと。

※３【三道会】
　柔道・弓道・剣道の各連盟からなる任意の組織体のこと。

※４【Ｂリーグ】
　日本の男子プロバスケットボールリーグのこと。

※５【サステナブルファッション】
　衣類の生産から着用、廃棄に至るプロセスにおいて将来にわたり持
続可能であることを目指し、生態系を含む地球環境や関わる人・社会
に配慮した取り組みのこと。

※６【越境ECサイト】
　国際的なインターネット通信販売サイトのこと。

※７【うちエコ診断士】
　家庭の省エネ・CO2対策を診断し、現状に合わせて助言や提案を
行うことができる環境省認定の公的資格のこと。

用　  語　  解　  説

常任委員会

特別委員会

●総務委員会
　公安委員会関係では警察職員の定年の延長に係る新たな課題への対応につ
いて、未来創生文化部関係では徳島文化芸術ホール（仮称）整備における建
設物価上昇の影響について、経営戦略部・監察局関係では公文書管理条例（仮
称）の素案について、政策創造部関係では現在策定中の新たな総合計画長期
ビジョン及び中期プランについてなど、それぞれ質疑や提言がありました。

●地方創生対策特別委員会
　空き家対策の現状や今後の取り組み、ＪＲ牟岐線・鳴門線における意識調査、
大阪・関西万博に係る基本計画の策定について質疑がありました。そのほか、
関係人口を増やす取り組み、インバウンド誘客に向けた観光プロモーション、
県産食材の販路拡大の取り組み、メタバースをリアルの観光や商業につなげ
る取り組みなどについて質疑や提言がありました。

●文教厚生委員会
　保健福祉部・病院局関係ではとくしま健康フォローアップセンターの役割、
三好病院における新型コロナ検査を受診した患者に対する選定療養費の取り
扱い、第７波における死亡者の状況について、教育委員会関係では運動部活
動の地域移行やコミュニティ・スクールの活用の状況、教職員のメンタルヘ
ルス対策についてなど、それぞれ質疑や提言がありました。

●防災・感染症対策特別委員会
　本県の全国旅行支援の利用条件、停止基準及び予算、勝浦川の河床掘削の
状況、河川監視ライブカメラの効果、台風14号による林地災害の状況と今後
の対応、とくしま健康フォローアップセンターの運用状況について質疑があ
りました。そのほか、新型コロナ感染者等への支援、ミサイル発射情報の周知、
重要文書の浸水対策などについて質疑や提言がありました。

●経済委員会
　労働委員会関係では労働相談及びあっせん申請について、商工労働観光部
関係ではドイツとの交流機会を捉えた観光振興への取り組み、ドイツ・ニー
ダーザクセン州との産業人材育成分野の交流について、農林水産部関係では
野生鳥獣被害に係る集落アンケート結果を受けた今後の対策、みどりの食料
システム戦略についてなど、それぞれ質疑や提言がありました。

●消費者・環境対策特別委員会
　野生鳥獣被害に係る集落アンケートに関し、結果を踏まえた今後の対策、
学校現場における食育や地産地消の取り組み、四国のみちの維持管理、とく
しま生活排水処理構想2022（素案）に係る整備目標等について質疑があり
ました。そのほか、太陽光発電の推進や水素のグリーン化、海岸漂着物対策、
ジビエの活用などについて質疑や提言がありました。

●県土整備委員会
　県土整備部関係ではとくしま生活排水処理構想 2022（素案）の見直しの
内容及び目標達成に向けた取り組み、公共交通の維持・利用促進に向けた取
り組みについて、企業局関係ではインフラ点検ロボットの活用について、危
機管理環境部関係では公用車及び家庭や事業者における電動車化の推進につ
いてなど、それぞれ質疑や提言がありました。

●次世代育成・少子高齢化対策特別委員会
　三好病院夜間小児救急に係る初診時選定療養費支援給付金支給事業や子ど
も家庭見守り緊急対策事業、徳島県男女共同参画基本計画、出産育児一時金
などについて質疑がありました。そのほか、医療的ケア児支援センターや保
育所・認定こども園における教育、運動部活動の地域移行、保育所等の待機
児童及び育休退園について質疑や提言がありました。

（3）とくしま県議会だより
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議会見学会のご案内

●この広報紙は市役所､ 町村役場、または県の総合県民局、各庁舎、県庁内のふれあいセンター､ 県議会事務局でお渡ししています。

普通会計決算認定特別委員会 企業会計決算認定特別委員会

県議会だより「録音版」「点字版」を発行しています

とくしま議会だより第 114 号の議会クイズの
答えは、①震災でした。

◦委 員 長　   井下　泰憲
◦副委員長　   岩丸　正史
◦委　　員　   岡田　理絵   ・   原　　徹臣   ・   岩佐　義弘
　　　　　　   大塚　明廣   ・   長池　文武   ・   庄野　昌彦

◦委 員 長　   立川　了大
◦副委員長　   寺井　正邇
◦委　　員　   福山　博史   ・   増富　義明   ・   山西　国朗
　　　　　　   北島　一人   ・   吉田　益子   ・   臼木　春夫
　　　　　　   達田　良子   ・   古川　広志   ・   岡　　佑樹

●７月14日、徳島文理大学総合政策学部の学生60名が議事堂見学を行いました。
●７月20日、議員が徳島文理大学総合政策学部の学生を対象に、議員の仕事について講演を行いました。
●７月25日、議員と四国大学経営情報学部の学生が地域の活性化政策等について意見交換会を行いました。
●９月６日から９月21日までの間で５日間、徳島文理大学総合政

策学部の学生２名、四国大学経営情報学部の学生２名が議会イン
ターンシップに参加し、本会議及び常任委員会の傍聴、政策条例
検討会議への参加や会派活動の補助などを体験しました。

　参加した学生からは、「実際に議員の仕事を知ることができ、自分
の視野を広げる良い機会になった」などの感想がありました。

議会
日程

11月21日 …………… 常任委員会
11月24,25日 ……… 特別委員会
11月28日 …………… 本会議（開会）
11月30日 …………… 本会議（代表・一般質問）
12月１日 …………… 本会議（一般質問）
12月５～８日 ……… 常任委員会
12月９,12日 ………… 特別委員会
12月15日 …………… 本会議（閉会）

令和４年11月定例会の日程 

※日程は予定であり、変更する場合があります。また、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「本会議
の傍聴」及び「委員会の視聴」の自粛をお願いする
場合があります。

議会トピックス
　議決対象としている「新たな総合計画」に係る全議員勉強会を
開催し、質疑・提言を行いました。（10 月７日）

議員連盟の活動
　国際交流議員連盟が、2022 年度外国人による徳島県日本語弁論
大会に審査員として参加し、徳島県議会国際交流議員連盟会長賞
を授与しました。（７月 24 日）

●10月７日、議員と四国大学eスポーツ部の学生がeスポーツの振興について意見交換会を行いました。
●９月定例会期間中（９月14日から10月７日まで）、徳島県議会議事堂１階ホールにおいて、四国大学運動部の活動を紹介するパネルを

展示しました。

　令和３年度徳島県一般会計歳入歳出決算並びに各特別会計歳入
歳出決算の認定について審査するため、普通会計決算認定特別委
員会を設置しました。
　委員は、次の11名です。

　県が行う流域下水道事業、電気事業、工業用水道事業、土地造
成事業、駐車場事業及び病院事業の令和３年度決算の認定等につ
いて審査するため、企業会計決算認定特別委員会を設置しました。
　委員は、次の８名です。

　議事堂を見学してみませんか。学校の社会見学や地域での
学習会などにもご活用ください。
　電話でお申し込みの上、見学
申込書を提出してください。
　　TEL：088-621-3010

　県議会では、目の不自由な方に、県議会の活動をより知っていただくため、「県
議会だより」の録音版（カセット・ＣＤ）・点字版を発行しています。
　ご希望の方は、次のところへご連絡ください。
　　連絡先／障がい者交流プラザ  視聴覚障がい者支援センター
　　　　　  TEL：088-631-1400
　なお、県議会ホームページに、県議会だよりのPDF版に加え、音声版も掲載
していますので、ご利用ください。

申込
方法等は
こちら

徳島県議会と大学との包括連携協定事業

「教えてすだちくん　みんなの徳島県議会劇場」

県議会の紹介動画

◀HPはこちら

キッズページはこちら

すだちくんが
県議会について、

分かりやすく紹介するよ。
みんな見てね。




